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論文の内容の要旨

　最近のコンピュータシステムではマルチメディア技術の進歩により，言語晴報ばかりでなく非言語晴報も扱え，

両者を結び付けた情報処理を行うことが必要になってきた。特に非言語情報は言語情報よりも人間の感性に強く

訴えるため，人間にとって親しみやすい情報の一つである。しかしこういった情報処理には人間が介在してくる

ため，知的で柔軟な情報処理が望まれる。

　そこで本論文では，絵本などの挿し絵を見て何らかの小話を生成するという，人間にとっては何でもない作業

をコンピュータ上で実現することを目的とする。そのために，ニューラルネットワークモデル，ファジィ推論，

事例べ一ス推論といった柔軟な情報処理を目指したソフトコンピューティング技術を応用し，複数の絵に関する

情報から登場人物の感情や行動など主観的な情報を抽出し，それらの言語表現として小話を生成するシステムを

構築している。

　構築するシステムは，各絵の内容に関する小話を生成する基本内容生成部と，絵と絵とのつながりを説明する

接続関連説明部からなる。基本内容生成部では，絵に登場するオブジェクトの位置，大きさ，向きなどの情報か

ら，ニューラルネットワークモデルを用いてそのオブジェクトの感情を，ファジィ推論を用いてオブジェクト間

の距離，方向，お互いが気づいている程度を，事例べ一ス推論を用いてオブジェクトの行動を，それぞれ推論し

ている。基本内容生成部の言語表現では，最も大きなオブジェクトを中心にして，推論された程度に応じた言語

表現文を生成している。一方，持続関連説明部では，データベースに格納された関連記述データと基本内容生成

部で得られた情報から事例べ一ス推論を用いて絵と絵とのつながりを推論している。持続関連説明部の言語表現

は，やはり推論された程度に応じた言語表現文を生成している。

　本システムの有効性を確認するために，複数枚の絵を多数用意し，シミュレーションとその評価実験を行って

いる。特に評価実験では，まず；被験者に絵を見せて絵のつながりを考慮したストーリーを書いてもらい，シス

テムの出力と比較している。また，別の絵を見せてシステムが出力した小話が理解できるかどうかの評価も行っ

ている。その結果，被験者が記述した話の約86％を本システムは出力しており，また本システムが出力した小話

の内容は「ほぼ理解できる」という評価を得ており，本システムの有効性を確認している。
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審査の結果の要旨

　本論文では，ニューラルネットワークモデル，ファジィ推論，事例べ一ス推論を用いて，複数の絵から小話を

生成するシステムをコンピュータ上に構築している。そして，本システムの有効性を確認するためにシミュレー

ションと評価実験を行っており，良好な結果を得ている。

　以上の成果は，物語などの創造支援システム，視覚障害者へのアシストシステムなどへの応用に期待でき，本

論文はその応用に有用な学術資料であると考えられ，博士論文に値するものと認められる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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